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雑

報

②
天
膿
傾
動
．
の
レ
コ
ー
ド
破
・
り
天
膿
の

蓮
動
は
地
上
に
於
け
ろ
諸
物
膿
の
蓮
度
に
比
べ
る
ご

】
般
に
大
毒
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
吾
々
に
日
常
生

活
上
の
大
速
度
ε
し
て
汽
車
や
飛
行
機
や
自
動
車
な

ご
の
遠
さ
為
驚
く
け
れ
ど
㍉
此
等
は
皆
何
れ
亀
天
膣

の
蓮
動
の
傍
へ
寄
り
付
け
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
。

人
図
嚢
に
實
現
し
得
ろ
最
大
速
度
は
大
砲
の
弾
丸
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
此
の
砲
丸
が
辛
ふ
じ
て
一
秒
時

．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
九
町
ぐ
ら
ゐ
）
に
淫
す
る
の
か
關

の
山
、
ミ
こ
ろ
が
我
が
太
陽
系
中
の
最
も
緩
慢
な
蓮

隠
者
で
あ
ろ
海
王
星
で
さ
へ
、
一
秒
五
キ
ロ
牛
程
の

耶
均
運
動
た
持
っ
て
る
ろ
。
地
球
は
其
の
五
倍
牟
、

即
ち
一
秒
三
十
キ
ロ
の
煉
τ
ご
で
絶
臼
す
・
太
陽
の
周
り

な
巡
っ
て
み
る
。
水
星
や
金
星
は
三
更
速
い
。
二
力

に
於
い
て
我
が
太
陽
…
系
全
．
階
は
二
一
團
ご
嫁
っ
て
（

ル
ク
レ
ス
座
の
方
向
へ
飛
ん
で
み
ろ
其
の
速
さ
渉
一

秒
二
十
キ
ロ
。
共
の
他
、
廣
い
恒
星
界
に
は
此
れ
以

上
の
大
速
力
な
持
っ
て
、
　
一
刻
の
休
止
も
な
く
天
空

な
飛
ん
で
み
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
多
数
を
平
均
・
し
て
見
ろ
亡
、
恒
星
の
中
で
青
白
星

ば
馬
較
的
三
遍
で
、
黄
星
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
赤
星
が

最
も
速
い
こ
ミ
に
．
な
っ
て
み
る
。
ピ
こ
ろ
が
星
舶
云
の

中
に
は
恒
星
“
」
比
べ
て
著
・
し
く
段
違
び
の
速
さ
を
持

っ
て
る
る
の
が
多
い
。
尤
も
星
雲
寸
」
言
っ
て
も
ナ
サ

ナ
ソ
星
雲
の
や
う
に
仕
立
星
雲
は
一
般
に
趣
め
て
微

速
で
あ
る
が
、
所
謂
渦
状
星
雲
（
口
紬
参
照
）
ミ
い
ふ

種
類
の
天
膿
に
全
く
吾
人
の
想
像
特
測
る
大
速
度
か

特
っ
て
み
る
例
へ
げ
【
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
大
星
雲
は

毎
秒
三
百
キ
ロ
、
即
ち
砲
丸
の
三
百
倍
の
速
力
で
吾

入
に
近
づ
い
て
看
る
の
で
あ
る
。

　
最
近
．
北
米
ロ
ー
エ
〃
天
女
毫
か
．
ら
の
報
知
に
・
よ

れ
ば
、
同
所
の
ス
ラ
イ
フ
ア
ー
（
タ
罫
ω
喜
Φ
↓

氏
㎞
μ
鯨
座
｛
の
星
串
雪
宕
．
O
’
∩
．
い
C
◎
ム
の
覗
線
速
度
を

観
測
し
れ
ε
こ
ろ
が
、
毎
秒
千
八
百
キ
ロ
（
即
ち
四

百
五
十
里
）
ぐ
」
い
ふ
結
果
を
響
た
。
之
れ
を
換
言
す

れ
ば
北
海
道
か
ら
懸
盤
窯
で
か
一
秒
臨
問
に
飛
ん
で

行
く
速
さ
で
あ
る
。
此
の
速
力
は
今
ま
で
知
ら
れ
た

天
童
の
遽
力
の
中
で
最
大
の
も
の
で
あ
ろ
。

　
但
し
一
天
盟
の
丙
部
に
存
在
す
ろ
速
力
の
中
に
は

偶
量
れ
よ
り
も
勝
つ
れ
も
の
が
無
い
で
は
な
い
。
例

へ
ば
新
星
現
象
中
に
、
け
轟
風
出
瓦
斯
の
い
遮
さ
毎
秒
三
干

キ
ロ
ミ
い
ふ
ソ
コ
ー
ド
も
あ
る
。

　
ミ
に
か
く
一
大
艦
蓮
動
…
の
編
脚
大
融
昧
の
に
．
驚
か
ざ
ろ
か

得
な
い
。

㊤
遠
距
離
問
の
緯
度
測
定
　
梢
互
の
二
地

瓢
闘
に
於
け
る
経
度
の
差
な
測
定
で
る
に
、
近
頃
ま

　
　
　
　
東
　
行
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
本
　
　
塩

　
三
月
三
＋
一
H
夜
＋
時
ま
で
天
工
豪
で
齪
測
、
矛
、

れ
．
か
ら
大
急
ぎ
で
蹄
宅
、
族
装
を
ε
・
の
へ
、
夜
牛
十

．
二
時
京
都
騨
装
の
汽
車
に
の
つ
れ
。
空
に
ド
ソ
ヨ
リ

窓
か
ら
外
に
は
木
齢
星
ご
土
星
が
見
ね
か
く
れ
し
て
ゐ
．

お
。
乗
車
後
、
間
も
な
く
眠
る
。
ふ
？
」
眼
畳
む
れ
ば

静
岡
で
、
車
窓
か
ら
は
富
士
の
秀
峯
な
久
し
ふ
り
に

望
ん
だ
。
一
日
正
午
横
濱
着
、
直
ち
に
迎
レ
2
ら
れ
て

辮
天
蓮
り
の
大
庭
氏
方
に
入
る
。
同
家
の
人
々
ご
は

籔
年
來
の
辱
知
、
、
特
に
夫
人
な
始
め
熱
心
な
星
好
き

の
方
々
に
圓
一
緯
…
ぜ
ら
れ
て
天
文
紬
談
は
何
時
ま
で
も
書
｝

き
そ
5
に
な
い
。
い
よ
く
明
夕
は
横
濱
で
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
天
丈
講
演
會
こ
て
世
話
す
る
方
は
樂
し
み
の
中
に

も
「
何
う
で
あ
ら
う
」
と
少
々
心
配
顔
、
自
分
は
天
丈

が
凡
そ
万
人
向
き
の
趣
味
で
あ
る
こ
ε
．
そ
れ
に
關

西
方
面
の
盛
況
な
話
し
て
、
　
「
明
夕
は
大
丈
夫
百
人

を
越
を
2
ま
ぜ
う
」
ご
語
っ
た
Q
自
己
の
利
害
は
全
く

度
外
覗
・
し
て
、
ひ
た
す
ら
吾
が
横
海
市
民
に
高
爾
な

天
丈
趣
味
な
紹
介
す
る
こ
定
の
み
を
光
榮
ビ
信
じ
プ
、

ゐ
ら
．
れ
る
此
等
の
人
々
は
、
來
會
者
の
喜
び
亭
、
な
り

手
導
き
と
な
る
や
う
に
一
つ
で
も
多
く
準
備
し
η
う

ミ
の
心
か
ら
、
天
上
の
重
な
恒
星
ミ
星
座
か
讃
い
れ
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で
最
も
好
炉
方
法
サ
し
て
は
電
信
法
が
用
ゐ
ら
れ
て

る
た
。
之
れ
は
甲
乙
二
三
に
於
て
星
の
子
午
線
経
町

か
槻
測
し
て
、
先
づ
精
催
『
な
地
方
時
を
知
り
、
次
ぎ

に
其
の
二
重
間
に
電
信
な
交
換
乙
て
時
刻
の
比
較
な

す
る
方
法
な
の
で
あ
ろ
が
、
遠
距
離
間
の
場
合
に
に

電
信
の
三
障
…
局
な
多
く
置
く
れ
め
、
種
々
め
誤
差
が

混
入
し
、
易
く
等
れ
め
に
電
線
経
路
、
の
如
何
に
よ
っ
て

種
々
違
っ
た
結
果
が
醐
た
り
、
し
た
こ
ご
が
少
く
菰
い

雪
折
陶
に
至
っ
て
、
有
線
電
信
の
代
り
に
無
線
電
信
即

ち
エ
ー
テ
ル
電
波
の
途
受
が
通
信
に
用
ゐ
ら
れ
る
や

う
k
な
っ
て
以
來
、
だ
ん
ぐ
経
度
測
量
障
も
鷹
詞

さ
れ
、
成
功
を
納
め
る
に
至
っ
た
。
病
竃
報
に
よ
れ
．

ば
満
洲
ア
デ
レ
ー
ド
天
丈
墓
に
於
い
て
昨
年
六
七
月

頃
、
佛
國
り
溜
ン
無
電
掲
腰
の
報
昧
信
號
を
受
け
、

之
れ
な
英
主
グ
リ
ソ
ニ
チ
天
山
久
塁
の
時
刻
と
比
較
・
し

れ
結
果

　
緑
威
東
経
九
時
一
四
分
一
九
・
九
五
秒

な
得
た
。
叉
同
じ
頃
、
同
所
で
米
國
ア
ン
ナ
ポ
”
ス

無
電
届
門
の
報
蒔
信
…
號
を
受
け
て
、
結
果

．
虚
威
東
経
九
時
「
一
四
分
一
九
・
七
九
秒

ル
得
た
。
此
等
の
結
果
な
、
同
地
で
以
前
測
定
し
れ

有
線
電
信
に
よ
ろ
経
度

　
線
威
東
経
九
時
一
四
分
二
〇
・
〇
七
秒

に
比
．
へ
て
、
　
後
者
に
著
y
し
い
開
訣
差
が
あ
っ
た
こ
ピ
が

知
れ
た
。

⑭
本
邦
天
交
喜
界
の
立
野
多
事
園
く
所

に
よ
れ
ば
先
般
設
σ
ら
れ
た
學
術
研
究
會
の
天
丈
腰

部
で
に
最
初
の
事
業
計
叢
こ
し
て
二
大
天
丈
毫
の
設

山
払
存
企
て
つ
」
あ
る
由
、
ー
ハ
の
内
一
ば
漸
舘
…
の
南
洋

諸
島
中
に
天
文
氣
象
海
洋
等
の
諸
方
面
な
網
羅
・
し
れ

天
文
塁
で
、
他
の
一
は
内
地
に
太
陽
研
究
を
主
目
的

ε
し
れ
天
丈
毫
で
あ
る
ご
い
ふ
、
此
等
が
竣
成
の
曉

に
け
n
、
歓
米
の
磁
界
に
比
・
し
て
從
來
頗
…
る
戚
莫
の
感

が
あ
っ
允
我
が
極
東
の
天
交
學
界
の
れ
め
に
非
常
な

活
況
な
呈
す
る
に
至
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
　
一
方
、
此
等

の
新
設
天
蓋
肇
に
活
動
す
べ
き
人
物
如
何
な
顧
る
ε

き
は
、
甚
だ
心
淋
し
い
感
が
あ
る
。
現
今
、
本
當
の

天
丈
學
者
を
養
威
し
て
み
る
の
は
東
京
及
び
京
都
の

雨
帝
國
大
言
あ
る
の
み
で
あ
る
が
智
こ
れ
こ
て
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
　
△

學
卒
業
後
就
職
で
・
べ
き
地
位
一
か
少
な
い
、
こ
い
ふ
談
解

の
れ
め
に
、
年
々
の
志
望
者
も
卒
業
者
も
非
常
に
少

な
い
有
様
で
、
其
の
結
果
、
東
京
及
京
都
大
學
天
丈

蔓
の
定
員
を
罷
れ
す
こ
ビ
す
ら
出
來
な
い
こ
ご
が
往

々
あ
っ
れ
Q
藍
ハ
の
上
、
岩
手
酔
懸
水
澤
緯
度
一
観
心
測
所
一
が

昨
年
以
來
大
鑛
張
さ
れ
て
定
員
が
倍
加
し
た
に
か
ン

に
ら
す
、
や
は
り
、
ζ
も
人
物
佛
底
で
今
日
爾
其
の

椅
子
か
満
た
し
無
ね
て
る
ろ
仕
宋
で
あ
ろ
。
此
の
際

大
設
備
の
天
文
毫
が
ニ
ケ
析
に
設
け
ら
れ
ん
ピ
す
る

の
は
、
人
物
不
足
の
現
状
な
瀟
々
不
安
に
す
る
の
で

天
蓋
（
南
趣
附
近
な
の
ぞ
く
）
ご
、
太
陽
系
統
の
軌
道

圖
‘
ご
そ
れ
に
太
陽
二
一
一
見
表
か
添
セ
2
て
、
、
三
枚
一
組

づ
㌦
嬉
集
っ
た
者
の
総
て
に
配
布
し
や
う
亡
、
そ
れ

ぐ
手
当
分
け
て
青
鳥
眞
の
製
作
に
忙
が
・
し
げ
で
あ

っ
た
。
誠
に
こ
れ
だ
け
の
献
身
的
な
紹
介
者
が
揃
っ

て
み
ろ
以
上
、
横
渡
天
覧
界
の
将
來
は
頗
る
多
幸
に

苛
い
な
い
ご
信
ぜ
さ
せ
ら
れ
六
。

　
一
日
の
午
後
は
東
京
行
憲
、
二
三
の
用
事
な
す
ま

せ
た
後
麻
布
の
天
文
皇
な
訪
ね
た
の
は
可
な
り
ダ
暮

に
近
か
つ
れ
が
、
幸
ひ
卒
山
（
清
）
敏
授
や
帥
田
距
學

士
に
御
日
に
か
》
り
、
夜
に
な
っ
て
、
一
三
、
有
田

爾
…
兄
に
も
會
っ
て
、
學
界
の
と
こ
や
ら
會
の
、
、
ε
や

ら
で
、
す
い
ぶ
ん
長
く
懇
談
し
れ
。
皆
々
、
人
好
吾
、

で
話
好
き
で
㌃
誠
に
愉
快
な
會
合
で
あ
っ
た
。
此
の

夜
、
有
田
氏
の
案
丙
で
五
吋
望
遠
鏡
の
蓋
な
開
け
、

こ
三
攣
光
星
を
槻
る
。

　
翌
日
二
日
は
朝
農
し
て
十
時
頃
漸
く
飛
び
出
∵
し
た

や
は
吋
東
京
行
き
。
午
後
三
時
頃
再
び
天
丈
憂
奄
訪

ひ
、
　
百
一
三
顧
ご
話
・
し
つ
“
け
れ
、
　
・
し
か
・
し
此
の
日
陣
μ

横
濃
で
講
演
會
が
開
か
れ
る
の
で
、
暮
れ
な
い
丙
に

宿
に
鯖
る
。
午
後
六
時
、
大
庭
氏
労
の
皆
襟
ご
晩
餐

中
俄
か
に
雲
行
き
が
迫
っ
て
來
て
雨
こ
な
っ
た
Q
丁

度
聴
騨
衆
が
黒
目
…
場
へ
ε
急
ぐ
曲
閃
刻
に
此
の
天
氣
で
は
、
、

心
配
す
る
人
も
あ
っ
た
け
れ
ご
、
大
庭
歯
入
は
「
二
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な
け
れ
ば
幸
ひ
だ
が
：
：
：

　
し
か
し
思
ふ
に
世
の
諸
般
の
進
歩
に
慮
じ
て
天
丈

學
研
究
の
設
備
が
汗
し
行
ぐ
の
は
時
勢
の
然
ら
・
し
む

る
ピ
ニ
ろ
で
あ
ろ
。
そ
れ
を
思
は
な
い
で
徒
ら
に
薦

締
す
る
な
ら
ば
好
機
な
千
載
に
失
っ
て
世
界
ハ
の
進
歩

か
ら
落
伍
す
る
に
至
ろ
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
實
に
今

や
吾
が
天
塩
鼠
壁
の
將
來
諸
々
多
事
な
ら
ん
ご
す
る

の
が
明
か
に
見
セ
2
る
Q
此
の
際
曽
々
醤
不
足
す
る
も

の
は
只
人
物
の
み
。

　
我
が
天
文
同
好
三
山
及
一
ぴ
一
般
の
菊
岨
者
仙
諮
氏
の
中

か
．
ら
熱
心
と
優
秀
と
を
兼
ね
六
有
望
の
青
年
學
者
が

近
き
將
來
に
全
國
各
地
か
ら
輩
出
煙
ら
れ
、
丁
子
の

ム
ト
め
塾
．
又
世
界
の
丈
化
黒
鉱
の
れ
め
、
此
の
好
機
を

三
っ
て
大
に
貢
献
琶
ら
れ
ん
こ
ミ
た
望
む
。
我
が
同

好
會
が
此
の
新
し
い
時
勢
に
回
す
る
や
う
な
人
物
を

口
々
と
蟹
謝
す
る
な
ら
ば
、
會
9
3
存
在
は
一
直
に
於

い
て
大
に
意
藩
…
あ
る
も
の
亡
蛋
巳
μ
訟
ば
な
ら
ぬ
。

O
天
端
の
輻
射
・
歴
光
線
に
、
．
之
れ
な
受
け
る

物
艦
に
一
種
の
畜
力
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
物
理

學
で
は
輻
射
塵
（
”
餌
窺
…
帥
島
O
⇒
、
℃
h
の
ψ
9
n
＝
機
①
）
ご
い
ふ
。

此
の
輻
射
厘
と
い
ふ
心
の
が
天
艦
相
互
に
は
著
・
し
く

，
働
い
て
ゐ
う
も
の
だ
と
は
近
代
の
天
丈
學
者
蓮
が
多

く
考
へ
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
〃
ソ
ニ
ウ
ス
等
は
彗

．
星
の
尾
が
常
に
太
陽
か
ら
反
…
封
の
方
向
に
あ
る
の
に

全
ぐ
輻
將
塵
を
太
陽
光
線
か
ら
受
け
て
み
る
の
だ
こ

読
明
・
し
て
み
る
。
し
か
・
し
此
の
輻
射
璽
ご
一
般
重
力

ご
の
爾
作
用
奄
叱
較
す
ろ
ミ
、
物
理
の
性
質
や
大
き

き
に
よ
っ
て
甚
だ
・
し
い
相
違
が
あ
る
か
ら
、
早
合
驕

b
μ
出
來
菰
い
。

　
近
頃
米
人
ラ
ッ
セ
ル
氏
が
計
算
し
た
？
こ
・
う
に
よ

る
“
＼
我
が
銀
河
宇
宙
全
騰
が
他
に
及
ぼ
す
輻
射
璽

　
メ
ー
ト
ル

は
一
米
李
方
の
面
積
に
つ
い
て
十
億
分
の
ニ
ダ
イ
シ

で
あ
る
。
今
若
・
し
此
の
墜
力
が
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
星

雲
に
働
い
て
み
る
も
の
ミ
す
れ
ば
、
星
雲
の
加
速
度

は
毎
秒
一
億
分
の
丁
米
こ
な
り
、
從
っ
て
此
の
星
雲

が
現
在
畏
し
て
る
る
大
速
度
こ
な
う
た
め
に
は
少
く

ε
も
百
億
年
の
歳
月
が
必
要
だ
ξ
い
ふ
こ
ご
に
な

る
。

　
叉
、
分
光
連
星
の
や
う
な
場
合
奄
計
算
し
て
見
．
る

ε
、
輻
射
歴
の
大
き
さ
は
重
力
の
十
万
分
の
一
と
い

ふ
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
見
る
ご
、
．
輻
射
墜
や
電
智
力
や
重
力
だ
げ

で
は
、
笹
速
写
百
キ
ロ
米
ピ
い
ふ
や
う
な
渦
状
星
雲

の
大
速
力
を
完
全
に
説
明
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
書

ラ
ッ
セ
ル
氏
は
言
っ
て
み
ろ
、
1
一
曲
の
ラ
ソ
セ
〃

b
μ
現
時
米
閾
［
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
愚
†
敏
授
ε
1
4
て
、
砧
就

二
世
學
上
の
少
弼
學
者
で
あ
ろ
。
去
‘
ろ
二
月
十
一
日

彼
れ
の
研
究
上
の
効
績
な
表
彰
す
る
れ
め
、
英
國
の

王
立
天
丈
學
會
は
其
の
総
會
の
席
上
で
彼
れ
に
金
脾

を
購
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

⑧
目
蓋
ソ
ス
キ
ー
氏
の
消
息
　
職
前
ま
で

笠
置
の
天
山
久
憂
長
ミ
・
し
て
、
特
に
黒
星
の
研
究
に
從

費
し
て
み
れ
カ
メ
ス
キ
ー
（
寓
●
因
設
昌
①
コ
い
押
団
）
　
氏

に
漸
近
革
命
後
、
用
語
に
遽
難
し
て
來
六
こ
と
に
一

昨
年
頃
の
見
聞
紙
に
報
ぜ
ら
れ
れ
が
、
近
頃
聞
く
こ

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
氏
は
現
残
響
が
海
軍
省
水
路
部
囑

新
こ
し
て
計
算
に
從
穿
し
て
み
る
ピ
．
い
ふ
。

れ
な
ら
、
置
に
熱
心
な
人
々
の
撰
ま
れ
た
會
合
に
な

り
ま
ぜ
う
し
と
曲
洛
付
い
て
ゐ
ら
れ
れ
。

　
吾
々
も
長
々
つ
い
て
玉
藍
場
青
年
會
舘
に
行
つ
れ
の
．

は
、
定
刻
七
時
停
前
五
分
、
見
れ
ば
此
の
天
氣
に
か

》
は
ら
す
集
る
人
は
堂
に
満
ち
て
み
れ
、
正
・
し
く
七

時
に
開
會
、
粟
野
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
で
自
分
に

立
っ
て
、
「
天
文
學
と
人
生
」
の
題
の
下
に
講
演
を
始

め
六
、
聴
講
者
は
皆
、
入
場
の
時
主
催
者
か
ら
例
の

圖
表
を
奥
へ
ら
れ
て
あ
る
の
で
、
偶
然
な
が
ら
そ
れ

．
た
敏
科
書
に
川
み
る
こ
と
が
出
歯
、
そ
れ
■
に
総
て
の

人
が
眞
の
虚
心
た
顔
付
昏
に
表
は
し
て
聴
い
て
下
さ

つ
れ
．
の
で
、
話
す
者
に
非
常
に
愉
快
で
あ
っ
た
。
近

頃
、
こ
れ
．
ほ
こ
の
好
い
會
を
知
ら
な
い
。

　
會
は
九
時
終
了
、
帰
り
途
で
は
又
々
雨
σ

　
三
日
は
朝
か
ら
東
京
大
學
物
理
學
車
室
に
開
か
れ

て
る
ろ
日
本
数
學
物
理
學
會
に
出
席
、
自
分
も
「
白

鳥
座
新
星
」
に
つ
い
て
一
丈
な
認
ん
だ
。

　
此
の
日
　
冊
暇
で
あ
ろ
が
、
天
丈
に
は
日
曜
月
暇

の
匪
別
も
な
い
。
午
後
二
時
頃
、
三
度
び
天
丈
塁
を

訪
問
し
て
見
れ
ば
丁
度
水
澤
緯
度
観
測
所
の
木
村
博

士
も
來
ら
れ
、
そ
れ
に
馬
引
所
の
旧
†
乙
女
、
松
隠
｛
、
百

濟
、
淋
田
戸
口
士
も
揃
は
れ
れ
の
で
、
圓
ら
す
も
大

茶
話
劇
が
催
さ
れ
、
二
時
間
ば
か
り
の
問
、
先
輩
後

輩
御
互
ひ
に
無
遠
慮
の
歓
談
笑
談
を
つ
“
け
六
。


